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「使用済み天ぷら油からできるバイオディーゼル燃料体験学習講座」 

事業実施結果報告（速報） 
 

１．事業概要と実施体制 
本事業は、小学生を対象として、「一人一人が身近な場所でバイオマス利活用を実践できる」という意

識改革を行うことを目的とし、廃食用油からBDFが出来ることを実地体験しながら、バイオマス利活用
について学ぶ環境学習を実施した。 
本事業の実施体制は、九州バイオマスフォーラムが環境学習講座を主催し、BDF 精製機やカートなど
の機材運搬（BDF使用のトラック）とBDF精製作業をJ ライン株式会社に委託した（一部については、
KBFのみで実施しており、その場合はBDFトラックを用いていない）。 
学校側には、事前に子供たちへ使用済みてんぷら油の回収の呼びかけと説明をお願いした。 
また、（社）日本有機資源協会の会員企業に対して、バイオマス製品のサンプル展示や廃食用油を持参

した子ども達へお礼としてのノベルティーグッズの提供をお願いした。 
 

２．実施経過と結果 
本事業の実施校は公募により募集し、九州各県から概ね１校を選定した。その結果、２月２ １９日の

期間に８校２１２人の実施体験者に対して事業を実施した。 
 

 

 



 

 
実地体験者である子ども達にアンケートをとった結果、ほとんどの子ども達は、本事業実施により初め

てバイオマスやバイオマス製品、BDF について知ることができた。特に、バイオマス製品に直接触れる
ことができたことや、自分たちが持ってきた廃食用油がBDFに変わってカートが走ったことで、驚きや
楽しみとともにバイオマスについて学べたのではないかと思われる。 

 
なお、バイオマス製品の展示サンプルやノベルティーグッズの提供を受けた協賛企業は以下のとおりで

ある。 
 

 
 

３．実施の様子 
本事業の実施の様子は以下に示すとおりで、新聞などのメディアに多数取り上げられた。 
 

 
 



 

 

 
 

 

 


